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二井谷春彦氏
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田中秀岳氏
Haruhiko Niitani

ニデックマシンツール㈱
代表取締役社長 執行役員CEO

Hidetake Tanaka
上智大学 理工学部

機能創造理工学科 准教授

得意なアプリ開発力で
高付加価値の工作機械を開発

　歯車加工機、大型工作機械、レーザー加工機と多様な工作機械を開発・生産するニデックマ
シンツール。加工機の機能・性能を向上させるだけでなく、個々のユーザーニーズに応えたアプ
リケーション開発も得意とする。少しでもユーザーが使いやすい加工機にしたい。そんなユーザ
ーオリエンテッドな同社のモノづくりと経営の方向性を二井谷春彦社長に聞いた。
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田中　歯車加工機や大型工作機械などの開発・生産で
長年の歴史をもつ御社ですが、最初に二井谷社長の経
歴をお教えください。
二井谷　1984年に山口大学を卒業して自動車メーカ
ーのマツダに入社しました。配属先は工作機械事業部
で、現在のトーヨーエイテックの前身の部署です。
田中　社会人になられてすぐに工作機械関係の仕事を
始められたのですね。
二井谷　はい、入社以来、エンジンのシリンダーブロ
ックやシリンダーヘッド、コンロッドなどの専用加工
ラインの技術開発を担当しました。
田中　当時はトランスファー加工のラインだったので
しょうか。
二井谷　ちょうどFMS（Flexible Manufacturing 
System：フレキシブル生産システム）に移行する過
程でした。自動車の加工ラインは技術的には究極でも
あります。例えば、アルミ合金のシリンダーヘッドや
シリンダーブロックに超硬ドリルで穴をあけると 1
カ月でドリルは加工できなくなります。10秒に 1個
のペースで 24時間穴あけ加工すると、アルミ合金中
の微量な硬質シリコンなどによって超硬が摩耗してし
まうのです。通常、アルミ合金の加工で超硬工具の摩
耗について議論することはないと思うのですが、自動
車の加工ラインでは超硬工具の材質や摩耗のしやす
さ・しにくさなどまで議論していました。自動車の加
工ラインで私はドリル、タップ、ボーリング、リーマ

ーなどさまざまな加工技術の開発を経験できました。
田中　そうした経験を積まれて 2003年に三菱重工業
（三菱重工）に転職されたのですね。
二井谷　そうですね。三菱重工に転職する前に 2000
年から 3年間、トーヨーエイテックで研削加工の基礎
も学びました。また、シリンダーブロックの加工では、
研削抵抗を検出しながらリアルタイムでフィードバッ
クして最適制御するホーニング加工機も開発しました。
それ以前の研削加工に比べて加工精度としてばらつき
を 1/3に低減しました。リアルタイムのフィードバ
ック制御によって加工のパフォーマンスが大きく向上
するという実体験が、後の私の開発テーマでも活かさ
れていきました。

レーザーは奥深く不思議な技術
田中　二井谷社長は機械加工のみなならずレーザー加
工についても精密工学会や日本機械学会などで論文を
共著されています。
二井谷　レーザー加工技術については、三菱重工に転
職して 7、8年経過した頃から手がけました。当時、
本社に「ものづくり革新推進部」という全社の生産技
術を統括するような部署があり、そこに配属されたと
きに社内のさまざまな生産技術に触れる機会がありま
した。その 1つにレーザー溶接がありました。三菱重
工のレーザー溶接は技術レベルが高く、溶接装置を内
製していました。そのレーザー溶接装置の開発・製造

二井谷 春彦（にいたに　はるひこ）

1984 年 3月　山口大学 工学部 生産機械工学科 卒業
	 同年 4月　マツダ㈱ 入社
2000 年 4月　トーヨーエイテック㈱ 入社
2003 年 3月　三菱重工業㈱ 入社
2015 年 10月　�三菱重工工作機械㈱ 先端生産システム開発セン

ター長兼三菱重工業㈱バリューチェーン本部バ
リューチェーン技術部 主幹技師

2017 年 5月　�同社 微細加工システム事業統括兼技術本部副本部
長

2019 年 7月　�同社 執行役員 CBO微細加工システム事業統括兼
技術本部副本部長

2020 年 4月　同社 取締役CBO微細加工システム事業統括
2021 年 1月　同社 取締役執行役員CTO
	 同年 8月　日本電産マシンツール㈱ 常務執行役員CTO
	 同年 10月　同社 常務執行役員CTO開発本部長
2023 年 4月　�ニデックマシンツール㈱ 代表取締役社長執行役員

CEO
	 同年 10月　�ニデックオーケーケー㈱代表取締役社長執行役員

CEO兼任




